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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 外来から入院の連絡があった際、速やかに担当スタッフは男性スタッフを含む２名以上でむかえにいくようにしてください。外来では、その時々のケースはありますが興奮状態や緊迫した診察のケースも十分にあるので速やかな入院対応に心掛ける事。

・　喫煙室に設置しているライターについているワイヤーの破損あり、修理依頼し終えています。

· 東浴室ボイラー・20日で点検・工事終了となります。23日からは入浴は火・木･土の体制になります。

· 法人研修15(水)・16(木)ありますので、どちらか必ず出席してください。

· 新体制の整備に向けて4/16前に移動調整があります。

病棟からは2/16の時点で小松スタッフが通所への移動となり、小松スタッフ分の勤務調整を行なっていますので確認してください。

・　塚本　勝昭様～療養環境変更の為、西Ａユニットへ転棟となっています。

・　西川　和恵様～療養環境変更の為、西Ｂユニットへ転棟となります。

・　笹山　吉郎様～療養環境変更の為、南Ｃユニットへ転棟となります。

　　杉澤　恵子様、和田　昌様～ベット調整つき次第、西病棟へ転棟予定です。

・　若松　博士様～１０号室から１６号室へ部屋移動しています。

· 土井　勝広様～８号室から１０号室へ部屋移動しています。

· 晴山　長次様～東Ａユニットへ入院となっています。

･  種市　久子様～2/16　14：30～三戸地方子供福祉事務所の下村様が主治医と面談するそうです。

　　　　　　　　3/1か3/2　児童相談所の方が、面会に来るそうです。

・ 大久保　美津子様～室岡整形外科病院の医師より電話あり、家族と話し合いの結果「手術しない」方向でみていくとの事。今月２０日（月）、２７日（月）に受診となっています。来月からは、経過をみて受診日を判断していくとの事。部位観察し安静にしていただきましょう。

＜措置患者様の他科受診について＞

・ここ最近措置患者様の他科受診が続いています。基本的に県から強制的に入院を依頼されているケースであり、入院中から密な観察介入が必要です。その様なケースが他科受診という形で

　病院の外に出るという事の重大さを現場では認識する必要があります。今後も状況により他科受診のケースについては、現場スタッフの厳重な介入を続けていく事になります。

＜新入院患者様・要観察患者様について＞

大久保　美津子様～右足首の腫脹、熱感ありレントゲン検査施行。検査の結果、骨折してい
　　　　　　　　　るとの事で室岡整形外科受診しています。右下腿遠位端骨折との診断あ
　　　　　　　　　り、ギブスとシーネにて固定しています。他科処方2/20まであります。

土井　勝広様～アルコール依存症、人格障害の方です。一昨日、東Aユニット8号室へ入院となっています。前回、平成17年10/10当院を退院後は神奈川県にて就職されていましたが、仕事が上手く行かず、飲酒を再開。身体的な治療が必要な事から入院となっています。アルコール依存症の方ですが、これまでの経過や人格的な問題の可能性を踏まえて医療保護入院となります。脱症状等の身体症状と共に、精神症状の観察をしていきましょう。

晴山　長次様～本日、東Aユニット8号室へ医療保護入院の方です。

アルコール認知症、コルサコフ脳症　　　　　　　　　　　　　　　　　

物忘れ強く小刻み歩行見られ、歩行障害あり車椅子で過ごされています。目の細かい震え見られています。入院時は落ち着いています。糖尿病ある為、食事は糖尿食（18単位）となります。食前薬ありますので忘れずに服薬してください。主治医より血糖チェックは様子をみてオーダーだすそうです。歩行状態、身体状態の観察、離脱症状の観察していきましょう。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～２～３時間退室されています。神に関する発言聞かれていますが、表情の硬さや

　　　　　　　行動化する事はありません。歩行時のふらつきや身体を斜めに傾ける事もありません。褥創部は回復傾向にありますが、浸出液多量に見られています。処置継続し観察してきましょう。退室時には、必ず男性スタッフ２名付き添い見守りしてください。良い状態が続いているが、引き続き身体管理と精神症状観察していきましょう。

吉田　福松様～夜間時間隔離中。隔離解除後の徘徊続いています。トイレが分からず放尿しようとし誘導しています。夜間入室後は、尿失禁あり更衣されています。介助に対しては拒否はみられません。夜間の睡眠はとれてきています。歩行時のふらつきによる転倒の可能性が高い為、スタッフの目の届く範囲にいていただくようにしましょう。歩行状態観察してください。

＜合併ユニットケースカンファ＞

小田　スエ様～点滴療法の危険軽減した為、9：50身体抑制解除、酸素療法も吸入中止となっています。モニターは継続し、バイタルサイン、呼吸状態などチェックし変化があった時は、主治医へ報告し指示をいただいてください。













